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背景

先行研究の知見と課題

• 教育ビッグデータ（IR・LA）の活用が拡大(島田・峰松・山田,2019)

IR（Institutional Research）や LA（Learning Analytics）

• 米国の大規模追跡調査（Dale・Krueger, 2014）
• 学校選択よりも「学習意欲・能力」が長期的な成果に影響する

• 国内を対象とした研究（山田・西本, 2014）
• 入学時の学力や態度の「固定化傾向」が確認されている
課題：相関分析が多く、統合的な因果関係の検証が少ない）
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分析の目的と対象・手法

•目的： 学生の属性（高校ランク・入試種別等）が、4年間の学
修成果（GPA）推移に与える因果構造を明らかにする

•対象：千葉商科大学 2020～2023年度入学生（6,094名）

•手法：共分散構造分析（SEM）

•目的変数：各学年終了時のGPA

•説明変数：高校ランク、入試種別、性別、所属、1年次必修科
目平均点
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分析結果

モデルの適合度

p-value 0.000000  

CFI 0.980867 

GFI 0.980036 

AGFI0.962290 

NFI 0.980036 

TLI 0.963860 

RMSEA 0.054005
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経路依存性
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1年時終了時GPA

GPA_1 GPA_4GPA_2 GPA_3
2年時終了時GPA 3年時終了時GPA 4年時終了時GPA

Department
学科

Required_Avg
必修科⽬平均点

Faculty
学部

Admission_Type
入試種別名称

0.13（0.01）

HighSchool_Rank
⾼校ランク

0.02（0.02） 0.06（0.00） 0.01（0.08）0.02（0.00）

Gender
性別

0.07
（0.00
）

0.06
（0.00
）

0.02
（0.03
）

0.01
（0.09
）

0.77
（0.00
）

0.34
（0.00
）

-0.07
（0.00
）

-0.02
（0.03
）

0.04
（0.00
）

0.01
（0.50
）

0.00
（0.83
）

-0.01
（0.12
）

0.09
（0.00
）

0.04
（0.00
）

-0.02
（0.04
）

0.02
（0.07
）

内容・定義
変数名

有意なパス (p < 0.05)
有意でないパス (n.s.)

Estimate(p-value)

0.37
（0.00）

0.82
（0.00）

0.78
（0.00）



同質化と影響の変化
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まとめ

1. 学修成果の経路依存性

• 各年度のGPAは翌年度へ一貫して正の影響

• 過去の学習状況がその後の成績に強く影響

2. 初期属性の同質化傾向

• 高校ランク等の入学前の差異は1〜3年次まで影響するが、学年進行に伴い低減

• 成績の完全な固定化ではなく、大学教育による影響が示された

3. 高学年次における影響変化

• 1年次必修科目平均点の影響が、3年次以降は「負」に変化

• 就職活動の本格化や専門科目への移行など、学生生活の変化が要因として示唆される
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